
ソ
ウ
イ
ツ

弦
跡
地
。
y
ウ
Z

宗
叡

者
の
初
見
〉
。

ソ
ウ
Z

イ

ジ

宗

英
寺

W
H
特
院
。

ソ
ウ
ェ
イ
ジ
宗
鰻
寺

金
部
卯
医
に
在
っ
て
日

諸
宗
に
因
し
た
。
寺
記
に
、
元
利
七
年
制
谷
妙
成
寺

日
僚
の
弟
子
紫
附
日
館
、
石
川
郡
余
谷
鎖
山
に
之
を

刷
寸
一L
、
山
畑
町
を
穴
谷
山
と
い
う
た
が
、
そ
の
後
鎚

況
表
徴
L
、
旦
那
等
皆
金
持
に
移
っ
た
の
で
、
宗問問

寺
も
亦
卯
底
山
の
地
子
地
に
鴨
じ
た
と
あ
る
。
天
明

主
年
十
且
十
一

一日
住
持
女
犯
の
搾
を
以
て
際
刑
に
盛

せ
ら
れ
、
寺
も
亦
恥
却
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

ソ
ウ
Z
イ

ジ

宗

総

寺

能
楽
部
金
平
に
在
っ
て
、

真
宗
束
振
に
臨
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
二
年
十
月
寺
脱
の
公
棋
を
許
さ
れ
た
。

ゾ
ウ
エ
ン

再融緩

縦
級
は
務
援
の
徒
で
あ
る
と

い
ふ
が
、
そ
の
年
代
は
詐
か
で
な
い
。
抑
制
線
形
短
小

J
ジ
ツ
シ
ョ
ウ
イ
y

J

Y
ラ
ヤ
マ

ソ
ウ

惣

」

ソ

ウ

併

字

。

ゾ
ウ
ア
シ
ョ
ウ
コ
ウ
イ
カ
イ

賂
豆
相
公
選
諒

前
間
利
長
は
山
院
長
十
五
年
三
且
の
頃
よ
り
病
的
制
久
し

き
に
亘
っ
て
悠
え
な
か
っ
た
か
ら
、
十
六
年
抗
且
十

一
泊
日
そ
の
附
嗣
利
治
に
宛
て
L

二
週
、
老
臣
等
に
宛

て
L

二
泊
の
辿
暫
そ
作
っ
た
。
そ
れ
を
い
ふ
。

ソ
ウ
ア
ン
シ
ユ
ウ

草
庵
集

J
ハ
イ
カ
イ
ソ
ウ

ア

Y

Y

ユ
ウ
伺
蹄
革
路
集
。

宙
回途
」
カ
ク
ド
ウ
ソ
ウ
イ
ツ

ソ
ウ

ソ
ウ
ガ
ク
ソ
ゴ
荘
岳
墾
語

二
加
。

乾
始
直

話
。
若
者
の
持
稲
は
波
国
間
九
年
の
嗣
融
に
椛
っ
た
の

で
あ
る
が
、
男
直
順
・
直
卿
の
二
人
が
四
方
に
拾
集

し
て
こ
の
編
を
成
す
に
恋
っ
た
も
の
で
あ
り
、
上
容

に
風
紘
・盟
問
古
築
府
・抗
言
古
詩
・七
宮
古
詩
・
五
言
仰

時
・}乱
首
排
伴
、
下
容
に
七
言
知
山
前
・
広
言
絶
句
・
七

言
絶
句
を
枚
め
、
合
計
ご
百
二
十
六
町
制
に
上
っ
て
ゐ

ソ
ウ
カ

宗
可。
ゾ
ウ
カ
イ

磁
問
。

ソ
ウ
ガ
ハ
カ
モ
ジ
ン
ジ
ヤ
相
川
賀
箆
紳
枇

い
〕
吋
ゴ
ク
石
川
端
相
川
に
銀
座
L
、
式
内
等
間
副
社
記

に
、
『
相
川
到
茂
利
制
、
相
刑
村
銀
座
。
有
=
鼠
泉
↓

波
己
都
子
祉
制
-
抗
。
以
前
、
抑
制
問
ν
獄
。
都
=
御
手
洗
川
4

生
=
水
戸
事
-
也
。
』
と
あ
る
。
中
地
八
幡
祉
を
創
始
し
、

加
茂
祉
は
境
内
宋
祉
と
な
り
、
悩
う
て
入
幡
枇
又
は

相
川
入
附
祉
と
抑
制
し
た
が
、
明
治
四
十
四
年
之
を
合

犯
し
て
、
制
川
加
茂
一
岬
枇
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。

ソ
ウ
ガ
ハ
シ
ン
相
川
新

引
け
ゴ
ゥ
石
川
郡
山

北
陸
七
凶
志
、
天
文
元
記
入
且
什
入
日
に
、『
披
人
武

者
計
り
加
州
江
沼
郡
へ
打
入
て
、
惣
・
骨
々
利
・結
線

村
に
帥
仰
を
取
。
』
と
あ
る
惣
は
印
ち
是
で
あ
る
。
大
田
町

寺
滞
組
前
倒
利
治
の
時
、
こ
の
村
領
内
に
金
坑
を
求

め
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
成
果
は
明
ら
か
で
な

、
。、
U
W

白
山
(
四
、
菅
山 都

ソ
ウ
エ
ン
ジ
宗
岡
寺

能
楽
山
一
一
品
川
却
に
在
っ
て
、

由民宗一一山
一
献
に
闘
す
る
。
も
と
泊
掛
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
二
年
十
二
用
寺
蹴
の
公
棋
を
前
さ
れ
た
。

ソ
ウ
エ
ン
ジ
宗
悶
寺

石
川
加
小
川
に
在
っ
て
、

民
宗
東
仮
に
図
す
る
。
も
と
能
美
郡
小
松
に
制
た
が
、

明
治
十
入
年
七
且
今
の
加
に
移
っ
た
。

ソ
ウ
エ
ン
ジ
宗
国
寺

閥
均
制
小
鳥
に
在
っ

て

永
和
元
年
初
路
部
麟
の
往
立
に
係
。
、
小雨前
山
と附置

し
た
が
、
そ
の
後
大
敵
に
及
ん
だ
の
で
、
末
寺
別
問
眼

寺
が
そ
の
也
祉
に
移
っ
て
来
た
。
恕
刷
出
寺
は
羽
田
散
問

麟
の
門
下
玉
麟
矧
天
が
本
七
倍
に
刊
日
て
た
加
で
あ
る

が
、
亦
硝
艇
や
一
閉
山
と
仰
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

宗
可

J
チ
ユ
ウ
テ
イ
ソ
ウ
カ

出融関

J
ド
ク
ゲ
ゾ
ウ
カ
イ
海
難
N' 
!t!; 

に
し
て
容
貌
甚
だ
蹴
〈
、
徐
歩
す
る
時
も
人
走
。
て

及
ぶ
能
は
な
か
っ
た
。
郭
ら
地
縦
続
を
明
へ

、
北
土

に
沼
化
し
て
施
利
を
行
う
た
。
そ
の
年
尚
を
削
れ
ば

入
十
と
答
へ
た
が
、
そ
の
貌
は
四
十
の
如
〈
で
あ
っ

た
。
政
綜
白
山
及
び
す
-山
な
以
て
修
仙
酬
の
拐
と
し
、

晩
年
白
山
の
笥
笠
に
踏
を
結
ん
で
限
っ
た
。
臨
終
の

夜
向
持
念
を
勤
め
、
高
ら
か
に
地
税
凱
所
昭
へ
て
ゐ

た
が
、
引
品
川
羽
に
来
っ
て
見
れ
ば
、
四
に
向
か
ひ
端
座

し
、
合
掌
し
て
死
ん
で
ゐ
た
。
取
は
元
y
r
制
約
に
見

え
る
。

る
。
明
和
三
年
冬
京
附
槻
烏
聞
出
版
。

ソ
ウ
カ
ジ
エ
ン

桑
華
字
諸

制

m制
紀
の
手
出

し
た
も
の
で
、
沈
文
十
二
年
の
頃
に
若
手
L
、
円干保

年
閉
ま
で
融
制
約
せ
ら
れ
た
。
山
山
政
四
イ

一
。
叉
換
U

時

打
岳
山
と
阻
し
た
も
の
三
十

一
加
が
あ
る
。
字
苑
は
主

と
し
て
附
句
に
関
す
る
こ
と
合
記
す
ろ
が
、
容
志
は

附川
町
の
削
広
文
及
び
担
紫
に
聞
し
て
柏
町
L
、
家
山
肌
剛
山
之

部
・
求
泣
い
VU
之
部
・
見
開
市
町
之
部
・
珍
玩
帝
都
之
部
に

分
か
っ
て
ゐ
る
。

別
に
桑
部
帥
仲
間
叫
凶
加
も
あ
る
。

ソ
ウ
カ
シ
ヨ
シ

桑
華
客
志

J
ソ
ウ
カ
ジ
エ

y

義
務
字
苑
。

ソ
ウ
ガ
ハ
相
川

出
川
石
川
郡
山
鳥
郷
に
回

す
る
郎
官
柄
。
源
平
椛
袋
組
に
‘
『郎
氏
は
安
宅
，
泌
よ

り
お
ち
て
、
今抑問
・陳
即
時
・
小
川
部
・九日
部
・唆
前
打
溢

て
、
大
川
日
正
に
陣
世
取
る
。
』
と
あ
る
段
別
も
同
じ

い
。
今
相
川
は
煎
相
川
・西
相
川
・川
町
本
に
分
か
れ
、

別
に
相
川
新
村
，も
あ
る
。

ソ
ウ
ガ
ハ

鍵
河

i
ソ
ウ
ガ
ハ

y 惣付。11 ソ 外惣

ウ ウ 十時。
ガガ
-.r てF

へ へ
，< タ.

ン 、‘ 司、

ン 惣構

語審
組

ソ
ウ
カザ

ソ マ

ウ へ
; jf 

品
郷
に
屈
す
る
部
首
問
。

ソ
ウ
ガ
ハ
ヤ
シ
ホ
相
河
屋
之
甫

V
W
，ゴワャ

石
川
郡
松
任
の
俳
人
す
ゑ
の
夫
で
、
酒
造
諜
叱
鐙
み
、

亦
側
諮
を
支
考
に
製
ん
で
桃
洞
舎
と
脱
し
た
。
天
明

元
年
設
。

ソ
ウ
ガ
ハ
ヤ
ス
ヱ
相
河
屋
す
ゑ

H
W
ゴ
ウ
ヤ

石
川
淵
松
任
の
制
入
。
紫
附
と
脱
し
た
が
、
多
く
泊

名
を
以
て
行
は
れ
、
す
ゑ
と
も
す
へ
と
も
訟
〈
。
父

は
酒
造
梁
を
な
し
て
武
右
衛
門
と
い
ひ
、
す
ゑ
は
そ

の
叔
父
久
兵
術
を
迎
へ
て
夫
と
し
た
。
す
ゑ
州
識
を

千
代
に

mvび
、
天
明
入
年
九
且
二
十
五
日
六
十
九
従

そ
以
て
現
し
た
。

ソ
ウ
ガ
マ
へ
惣
構

金
海
域
の
惣
椛
は
、
内
惣

椛
と
外
惣
械
と
が
あ
っ
た
。
惣
桃
期
の
内
方
は
惣
ベ

て
問
・
り
上
げ
、一
品
き
所
は
五
悶
或
は
三
四
問
、
低
き

陛
は
二
関
許
で
、
竹
林
と
雑
木
と
が
生
茂
り
、
期
の

怖
は
二
悶
乃
草
山
四
五
聞
で
あ
っ
た
が
、
構
築
の
世
間
時

は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
惣
情
は
凡
べ

て
侍
山
総
で
成
。
、
初
め
山
首
詰
曾
所
の
銭
的
で
あ
っ

た
が
、
寛
文
元
年
か
ら
町
曾
腕
の
所
管
に
移
L
、
惣

Mm
肝前川

・
惣
械
番
人
な
ど
を
笹
き
、
春
は
惣
Mm
竹
の

子
番
が
あ
り
、
冬
は
竹
容
を
開
削
し
た
。
惣
椛
番
人
は

惣
併
に
架
す
る
総
爪
に
邸
地
を
県
へ
て
、
}
一=
一
人
乃

烹
四
玄
人
を
配
置
し
て
あ
っ
た
か
ら
、

一
に
惣
悦
橋

番
人
と
も
い
ひ
、
そ
の
総
総
を
惣
桃
組
と
都

L
、
惣

川
附
肝
煎
が
支
配
し
た
。
惣
械
な
ら
ざ
る
栂
に
も
、
そ

の
依
凹
む
の
積
一
要
な
る
腕
に
は
橋
番
人
を
置
い
で
あ
っ

た
が
、
是
も
亦
惣
棚
附
剖
酬
に
統
一
せ
ら
れ
て
ゐ
た
0
1
v

ウ
チ
ソ
ウ
ガ
マ
へ
内
惣
問
問
。
ソ
1
ソ
ウ
ガ
マ
ヘ

M
M
什
川

0

1
l
 

y
ウ
ガ
ハ
ウ
ヂ
椙
河
氏

W
W
ゴ
ゥ
牒
正
二
年

晶
一
国
内
主
銭
前
例
役
引
付
に
制
河
弧
三
郎
が
あ
り
、
京

総
二
年
東
寺
文
部
に
相
河
加判
抗
日
寸
跡
と
児
え
、
良川
晶子

元
年
常
徳
院
股
江
州
御
動
座
記
に
加
州
相
河
叉
=
一郎

が
あ
る
。
飢
ぴ
に
石
川
端
相
川
と
捌
係
の
あ
る
人
で

あ
ら
う
。

四
七
六


